
北秋田市議会だより
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６月定例会最終日の様子は
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。

○
北
秋
田
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設

置
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
令
和
５
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算

○
令
和
５
年
度
各
事
業
会
計
補
正
予
算

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

（
義
務
教
育
学
校
阿
仁
学
園
統
合
改

修
工
事
（
建
築
工
事
）
）

○
北
秋
田
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

○
北
秋
田
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

６
月
定
例
会
の
主
な
議
事

主な補正予算 予算額

指定管理施設電気料金高騰対策事業

介護保険施設等物価高騰対策事業

障害者支援施設等物価高騰対策事業

学生生活支援事業

スーパープレミアム付商品券事業

企業誘致対策事業

義務教育学校建設事業

31,486千円

12,216千円

14,388千円

25,401千円

131,023千円

70,721千円

23,028千円

　

６
月
定
例
会
は
、
６
月
20
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
案
６
件
、
補
正

予
算
案
９
件
、
単
行
議
案
１
件
、
報
告
５
件
、

陳
情
２
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
一

般
会
計
補
正
予
算
を
除
く
す
べ
て
で
全
会

一
致
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び

令和５年

６月定例会

令和５年

６月定例会

４
億
１
２
０
４
万
２
千
円
を
追
加

４
億
１
２
０
４
万
２
千
円
を
追
加

採
択
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
総
務
文
教

常
任
委
員
会
か
ら
不
動
産
鑑
定
委
託
料
17

万
８
千
円
を
減
額
し
、
同
額
を
予
備
費
に

計
上
す
る
修
正
案
（
※
）
が
提
出
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
、
不
在
と
な
っ
て

い
た
副
市
長
の
選
任
を
含
む
人
事
案
件
２

件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
無
記
名
投
票
に
よ

り
、
賛
成
多
数
で
河
田
浩
文
氏
の
副
市
長

選
任
に
同
意
、
農
業
委
員
会
委
員
36
名
の

任
命
に
つ
い
て
も
同
意
と
し
ま
し
た
。

※
修
正
案
の
内
容
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
総
務
文

教
常
任
委
員
会
審
査
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
４
億
１
２
０
４

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
は
２
３
３
億

７
０
６
５
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
そ
の
予
算
額
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
を
修
正
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算
を
修
正
可
決
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北
秋
田
市
森
林
・
林
業
・
林

産
業
活
性
化
議
員
連
盟
の
総
会

が
、
６
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
市
の
森
林
、
林
業
、

林
産
業
の
活
性
化
の
実
現
に
向

け
、
３
つ
の
活
動
を
重
点
課
題

と
し
て
掲
げ
た
事
業
計
画
案
と

予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　　

北
秋
田
市
議
会
商
工
会
活
動

を
支
援
す
る
議
員
連
盟
の
定
時

総
会
が
、
６
月
30
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
北
秋
田
市
商
工

会
と
の
勉
強
会
や
商
工
関
連
の

研
修
・
視
察
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
た
事
業
計
画
案
と
予

算
案
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
議
員
連
盟

森
林
・
林
業
・
林
産
業

活
性
化
議
員
連
盟

北秋田市議会

　各議員連盟が総会を開催

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

北
秋
田
議
員
連
盟

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

北
秋
田
議
員
連
盟

商
工
会
活
動
を
支
援
す
る

議
員
連
盟

商
工
会
活
動
を
支
援
す
る

議
員
連
盟

■議員連盟…議員が特定の目的をもって結成する会のことをいいます。

　          現在、本市議会には３つの議員連盟があります。

　　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
北
秋
田

議
員
連
盟
の
定
時
総
会
が
、
６

月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
北
秋
田
地
域
の

観
光
、
経
済
発
展
の
ツ
ー
ル
と

し
て
内
陸
線
に
何
が
必
要
か
を

議
論
し
、
今
後
の
観
光
政
策
や

交
通
政
策
に
提
言
す
る
こ
と
と

し
た
事
業
計
画
案
と
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回 

臨
時
会

第
２
回 

臨
時
会

　

第
２
回
臨
時
会
が
４
月
26
日
に
開
催
さ

れ
、
承
認
４
件
の
ほ
か
、
米
内
沢
小
学
校

と
の
統
合
の
た
め
前
田
小
学
校
を
廃
止
と

す
る
条
例
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
価

格
等
の
物
価
高
騰
に
影
響
を
受
け
た
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
す
る
給
付
金
の
給
付

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
令
和
５
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
５
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
、
前
田
小
学
校
の
閉
校
に
あ

た
り
、
地
域
と
関
わ
り
の
あ
る
前
田
小
特

有
の
行
事
の
今
後
に
つ
い
て
、
ま
た
、
指

定
緊
急
避
難
場
所
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
、
学
校
行

事
は
学
校
長
や
学
校
運
営
協
議
会
が
協
議

し
て
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
避
難
場

所
は
現
時
点
で
変
更
す
る
予
定
は
な
い
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

皆さまからの請願・陳情と意見書提出

件　　　名 請 願 ・ 陳 情 者 氏 名 結果 意見書

ゆたかな学びの実現及び教職員定数改善並びに義務

教育費国庫負担割合引き上げをはかるための、2024

年度政府予算に係る意見書採択の陳情について

地方財政の充実・強化に関する意見書提出について

の陳情

秋田県教職員組合

執行委員長　小林　久美子

連合秋田大館鹿角地域協議会

議長　山内　一滋

採択 提出

採択 提出

第２回臨時会は
こちらから

ご覧いただけます。
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
４
件
、
予
算
案
６
件

の
計
10
件
で
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
医
療
健
康
課
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
等
に
つ
い
て
、
５
月

か
ら
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
で
、

移
行
前
と
移
行
後
の
市
の
業
務
の

変
化
に
つ
い
て
実
際
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑

が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
移
行
前

と
い
う
こ
と
で
昨
年
度
と
今
年
度

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
年
度

５
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
接
種
は

大
規
模
会
場
で
は
な
く
保
健
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
。
会
場
が

小
さ
く
な
っ
た
分
、
負
担
は
幾
分

少
な
く
な
っ
た
が
、
体
制
と
し
て

は
予
約
申
込
み
、
予
診
票
の
通
知

な
ど
実
施
し
て
い
る
業
務
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
た
め
、
体
制
は

同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
生
活
部
関
係
の
審
査
で
は
、

委
員
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
各
自
治
会
か

ら
出
さ
れ
た
要
望
は
市
で
割
り
振

り
し
て
申
請
す
る
の
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
各
自

治
会
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
秋
田

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
２
件
、

単
行
議
案
１
件
、
陳
情
２
件
の
計

６
件
で
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
財
務
部
財
政
課
の
審
査
の
中

で
、
委
員
か
ら
「
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト

の
設
置
箇
所
は
ど
こ
か
」
と
の
質

疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
本
庁

舎
１
階
女
子
ト
イ
レ
内
に
設
置
す

る
。
こ
れ
は
こ
ど
も
課
が
新
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
対
応
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
総
務
課
の
審
査
の

中
で
、
委
員
か
ら
「
閉
校
と
な
る

前
田
小
学
校
の
不
動
産
鑑
定
委
託

に
つ
い
て
は
、
鑑
定
額
を
算
出
す

る
前
に
建
物
・
土
地
の
利
活
用
方

針
の
決
定
が
先
で
は
な
い
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
「
現

在
、
地
権
者
の
方
々
と
交
渉
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
だ
が
、

購
入
・
賃
貸
・
返
却
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
選
択
肢
が
あ
り
、
そ
の
ひ
と

つ
の
情
報
と
し
て
不
動
産
鑑
定
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う

な
審
査
を
し
た
結
果
、
採
決
で
は

「
前
田
小
学
校
閉
校
後
の
建
物
・

土
地
の
利
活
用
方
針
が
決
定
す
る

前
に
不
動
産
鑑
定
を
実
施
す
る
根

　[委員長]小笠原 寿　[副委員長]五代儀義富　[委員]福田牧子／堀部　壽／板垣　淳／佐藤文信

総務文教常任委員会  補正予算の一部修正案を可決 補正予算の一部修正案を可決

　[委員長]佐藤重光　[副委員長]三浦倫美　[委員]虻川　敬／佐々木正史／中嶋洋子

市民福祉常任委員会  ワクチン接種は保健センターで ワクチン接種は保健センターで

６月定例会　常任委員会審査６月定例会　常任委員会審査

拠
に
つ
い
て
の
説
明
が
不
十
分
で

あ
り
、
再
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
理
由
で

修
正
の
提
案
が
あ
り
、
補
正
総
額

は
変
え
ず
、
委
託
料
17
万
８
千
円

を
減
額
し
、
同
額
を
予
備
費
に
計

上
す
る
修
正
案
を
全
会
一
致
で
提

出
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
正
し
た
部
分
を
除
く

一
般
会
計
補
正
予
算
所
管
分
に
つ

い
て
は
、
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
付
託
さ
れ
た
条
例
案
、

予
算
案
、
単
行
議
案
は
、
審
査
を

踏
ま
え
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
し
、
２
件
の
陳

情
は
、
２
件
と
も
全
会
一
致
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
し
、
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

小
笠
原 

寿
）

県
を
通
じ
て
事
業
募
集
の
案
内
が

あ
り
、
即
時
に
各
自
治
会
へ
通
知

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
に
申
請

が
あ
っ
た
も
の
を
県
の
ほ
う
へ
提

出
し
、
最
終
的
に
は
県
を
通
じ
て

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
へ
申
請
が
出

さ
れ
、
事
業
の
採
択
は
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
で
決
定
さ
れ
る
も
の
で
、

市
で
事
前
に
割
り
振
り
し
て
決
め

る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

条
例
案
、
予
算
案
と
も
に
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

佐
藤
重
光
）

保健センターで実施しているワクチン接種

修正可決となった前田小学校の敷地
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当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件

は
、
条
例
案
１
件
、
予
算
案
３
件

の
計
４
件
で
し
た
。

　

北
秋
田
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
委
員
か
ら
「
解
体
の
た
め

の
予
算
は
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ

て
い
て
、
今
回
、
用
途
廃
止
の
た

め
の
条
例
が
提
案
さ
れ
た
が
、
本

来
は
条
例
が
先
に
あ
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
の
質
疑
に
、
当
局
か

ら
は
「
地
方
自
治
法
第
2
2
2
条

第
１
項
で
、
予
算
上
の
措
置
が
終

わ
る
前
に
条
例
を
提
出
す
る
こ
と

は
、
地
方
自
治
法
に
違
反
す
る
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
農
林
課
関
連
で
は
、
委
員
か

ら
「
捕
獲
通
報
装
置
設
置
業
務
委

託
に
か
か
る
委
託
料
に
つ
い
て
、

当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
た
全
額

を
減
額
し
て
鳥
獣
被
害
防
止
総
合

対
策
交
付
金
へ
組
み
替
え
て
い
る

が
、
そ
の
経
緯
は
」
と
の
質
疑
に
、

当
局
か
ら
は
「
予
算
措
置
時
点
で

は
北
秋
田
市
を
事
業
主
体
と
し
て

予
算
措
置
し
た
が
、
４
月
に
作
成

さ
れ
た
県
の
要
綱
に
よ
り
、
事
業

主
体
は
北
秋
田
市
鳥
獣
被
害
対
策

協
議
会
が
行
う
こ
と
と
示
さ
れ
た

た
め
、
組
み
替
え
を
す
る
も
の
で

　[委員長]杉渕一弘　[副委員長]松橋久敏　[委員]永井昌孝／福岡由巳／久留嶋範子／長崎克彦

産業建設常任委員会  北秋田市の空き店舗調査実施へ 北秋田市の空き店舗調査実施へ

常任委員長審査報告（抜粋）常任委員長審査報告（抜粋）

あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
観
光
課
関
連
で
は
、

委
員
か
ら
「
空
き
店
舗
等
調
査
業

務
委
託
に
つ
い
て
、
今
回
は
ど
の

程
度
の
調
査
を
行
う
の
か
。
ま
た
、

エ
リ
ア
は
ど
う
か
」
と
の
質
疑
に
、

当
局
か
ら
は
「
実
際
の
間
取
り
や

所
有
者
が
貸
し
出
せ
る
か
ど
う
か

の
意
向
ま
で
含
め
て
調
査
し
て
い

た
だ
き
、
エ
リ
ア
は
全
市
を
想
定

し
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
、

ま
た
、
運
送
事
業
者
エ
コ
タ
イ
ヤ

導
入
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

委
員
か
ら
「
県
で
も
同
様
の
補
助

が
出
て
い
る
が
、
市
と
の
併
用
は

可
能
か
」
と
の
質
疑
に
、
当
局
か

ら
は
「
併
用
は
可
能
で
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
審
査
を
踏
ま
え
、

条
例
案
、
予
算
案
と
も
に
全
会
一

致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

（
委
員
長　

杉
渕
一
弘
）

市民福祉常任委員会 産業建設常任委員会総務文教常任委員会

閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査  委 員 長 報 告 （ 抜 粋 ）閉 会 中 の 所 管 事 務 調 査  委 員 長 報 告 （ 抜 粋 ）

　５月10日に昨年８月の豪雨で決

壊した桂瀬地区「槙ノ沢大ため池」

について調査を実施しました。

　ため池の復旧工事については、

秋田県が実施主体となって行い、

令和６年度中の完成を予定し、事

業費は約１億6335万円との説明を

受けました。質疑では、委員から

「２年間は畑地化しなければなら

ないが、水稲と畑作で収入に差が

出た場合の対応策や市単独の支援

を考えているか。」の問いに、当

局からは「水田活用直接支払交付

金の活用を考えていただく。市単

独の支援方法は、今後いろいろ話

しを聞きながら進めたいと思って

いる。」との答弁がありました。

（文責者：副委員長　松橋久敏）

　５月18日に「消防署西統合分署

及び阿仁分署について」の調査を

実施しました。

　西統合分署は、「消防庁舎、訓

練棟、消防団訓練場を備え、新庁

舎には女性消防吏員専用の更衣室、

トイレ、仮眠室も設置している。」

との説明を受け、視察しました。

　阿仁分署は、阿仁分署南側駐車

場の新庁舎建設予定地を確認し、

委員から「地元住民から裏にある

文化財と資料館が見えなくなるの

ではという声がある。配慮をお願

いしたい。」との意見があり、当

局から「現庁舎解体後、見通しは

良くなる。新庁舎は外観にも配慮

したい。」との答弁がありました。     

（文責者：副委員長　三浦倫美）

　４月20日に義務教育学校・阿仁

学園の現地調査を実施しました。

　旧阿仁合小を改修する新校舎は、

エアコンと LED 照明を導入して間

取りを改修する計画で、体育館横

には「みんなのトイレ」を設置す

るなど多様化対応の校舎となる予

定です。体の大きさの異なる小・

中学生が同じ校舎を使うことに問

題はないのかとの委員の質疑に、

黒板の位置などは調整するが概ね

問題の無いものと認識していると

の説明がありました。また、防犯

対策について、児童滞在時には基

本施錠であり、来客時には都度、

解錠対応する事や非常階段での個

別対応等についても確認しました。

（文責者：副委員長　五代儀義富）

空き店舗の利活用を！！
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空
き
家
等
解
体
撤
去
補
助
事
業
を
拡

大
で
き
な
い
か
。

　

特
定
空
き
家
等
解
体
事
業
を
実
施
中
。

特
定
空
き
家
に
至
ら
な
い
空
き
家
等
に

対
す
る
助
成
制
度
も
他
の
自
治
体
を
調

査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

空
き
家
解
体
後
の
固
定
資
産
税
の
減

免
措
置
は
で
き
な
い
か
。

　

冬
季
に
雪
寄
せ
場
と
し
て
活
用
す
る

と
４
ヶ
月
間
の
減
免
措
置
を
実
施
。

　

障
害
者
の
投
票
支
援
が
秋
田
県
は
遅

れ
て
い
る
と
の
報
道
だ
が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の

導
入
は
。　

　

障
害
者
に
対
す
る
投
票
対
応
資
料
を

追
加
し
、
県
選
管
と
連
携
し
て
支
援
の

体
制
作
り
を
し
て
い
く
。

　

小
中
学
校
の
廃
校
・
統
合
に
よ
る
備

品
の
管
理
状
況
は
。

 福田 牧子 議員（Ｐ６）

◆空き家等対策について

◆障がい者の投票支援について

◆廃校・統合による備品の利活

用について

◆学童期からの性教育の必要性

について

 三浦 倫美 議員（Ｐ７）

◆高齢者支援策について

 松橋 久敏 議員（Ｐ７）

◆市民病院の院外再来受付機に

ついて

◆防犯対策について

◆廃校の利活用について

◆旧市道構造物の撤去について

◆国道105号の防災工事について

 

空
き
家
対
策
と

　
　

廃
校
備
品
の
利
活
用

６月定例会　一般質問

　一般質問は、６月22日・23日の２日間で行われ、９人の議員が登壇しました。

一 般 質 問一 般 質 問
活かそう市民の声活かそう市民の声

 市政を問う! 市政を問う!

 

福
田 

牧
子
　
議
員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

出典元：公益財団法人　こうち男女共同参画社会づくり財団

 長崎 克彦 議員（Ｐ８）

◆圃場整備とため池の維持管理

について

◆築堤の建設について

 永井 昌孝 議員（Ｐ８）

◆空き家対策について

◆少子化対策について

 五代儀 義富 議員（Ｐ９）

◆公共施設の利活用について

 板垣　淳 議員（Ｐ９）

◆非核・平和の取り組みについて

◆医療について

◆マイナンバーカードについて

 福岡 由巳 議員（Ｐ10）

◆「憩の森」の今後について

◆森吉山一帯の国立・国定公園

昇格の推進について

◆森吉山荘の早期再開にむけて

◆合川地区市営住宅の建て替え

計画について

◆太平湖遊覧船の運航時刻につ

いて

 久留嶋 範子 議員（Ｐ10）

◆物価高騰に対する支援策につ

いて

◆自然災害について

◆ふれあいプラザコムコムのチ

ャレンジブース出店について

　

図
書
を
含
む
約
３
２
０
０
個
に
つ
い

て
リ
ス
ト
化
し
て
管
理
し
て
い
る
。

　

内
覧
会
に
よ
る
市
民
へ
の
販
売
や
譲

渡
の
考
え
は
。

　

市
民
へ
の
提
供
、
中
古
品
買
取
り
事

業
者
等
へ
の
売
却
も
含
め
検
討
す
る
。

　

学
童
期
か
ら
の
性
教
育
（
プ
レ
コ
ン

セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
）
の
必
要
性
に
つ
い

て
市
の
考
え
は
。
現
行
の
教
育
内
容
は
。

　

各
学
校
で
「
性
に
関
す
る
」
年
間
指

導
計
画
を
作
成
し
、
保
健
・
保
健
体
育
・

道
徳
・
理
科
・
生
活
科
・
学
級
活
動
の

時
間
を
通
し
て
発
達
段
階
に
応
じ
た
指

導
を
実
施
。
小
学
校
で
は
助
産
師
を
講

師
と
し
て
生
命
の
授
業
を
、
中
学
校
で

は
医
師
か
ら
聞
く
性
教
育
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と

は
、
自
分
も
相
手
も
守
る
と
い
う
意
味

で
重
要
。

ＡＱ

ＡＱ Ａ

ＱＡＱ

（
公
明
党
）

Ａ Ｑ

ＱＡ
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の
利
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

旧
阿
仁
中
学
校
の
体
育
館
は
、
阿
仁

体
育
館
の
老
朽
化
に
伴
う
代
替
施
設
と

し
て
来
年
度
か
ら
利
用
す
る
予
定
で
あ

る
が
、
校
舎
は
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と

か
ら
今
後
の
活
用
は
難
し
い
。
旧
大
阿

仁
小
学
校
は
、
庁
内
関
係
部
局
と
情
報

の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
様
と
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
活

用
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

旧
荒
瀬
川
線
の
橋
梁
等
構
造
物
は
早

期
に
撤
去
す
る
べ
き
。

　

撤
去
を
速
や
か
に
進
め
る
。

　

大
覚
野
峠
防
災
工
事
の
早
期
完
成
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

　

一
日
も
早
い
整
備
実
現
の
た
め
、
関

係
機
関
に
対
し
、
整
備
促
進
に
向
け
た

要
望
活
動
を
推
進
す
る
。

　

市
民
か
ら
「
大
館
市
の
よ
う
に
助
成

し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
で
久
留
嶋
範

子
議
員
が
「
長
寿
・
健
康
増
進
事
業
と

し
て
当
市
で
も
助
成
を
」
と
質
問
し
て

お
り
、
市
長
は
「
県
内
他
市
の
助
成
状

況
を
参
考
に
慎
重
に
検
討
し
た
い
」
と

答
弁
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
り
、
高
齢
者
の
孤
立
化
や
健
康
不

安
等
の
状
況
も
あ
る
。
少
し
で
も
高
齢

者
の
心
身
の
不
安
を
軽
減
し
、
社
会
参

加
へ
の
後
押
し
を
し
て
い
け
る
よ
う
多

様
な
取
り
組
み
が
必
要
。
そ
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
施
術
費
助
成
」
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　

県
内
他
市
の
実
施
状
況
を
調
査
し
た

が
、
他
市
で
は
利
用
者
が
一
定
の
方
に

偏
る
と
い
っ
た
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
や
好
み
の
問
題
も
あ
り
、
広

６月定例会　一般質問

く
利
用
さ
れ
る
事
業
と
な
る
か
不
透
明

な
部
分
が
あ
り
、
健
康
増
進
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
な
じ
ま
な
い
と
考
え
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
長
寿
健
康
増
進

対
策
事
業
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
及

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対

象
と
し
た
市
民
プ
ー
ル
利
用
料
助
成
事

業
、
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
介
護
予
防

教
室
や
各
種
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ
支
援
な

ど
を
拡
充
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
促

進
と
健
康
寿
命
延
伸
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

高
齢
者
支
援
を
厚
く
す
る
こ
と
は
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
共
に
生
き
、
後

に
続
く
全
世
代
の
安
心
に
つ
な
が
る
。

狭
い
も
の
で
は
な
い
。
今
後
へ
の
思
い

は
。

　

高
齢
者
の
地
域
参
加
は
様
々
あ
り
、

時
代
に
よ
り
変
遷
も
あ
る
。
今
の
時
代

に
合
っ
た
健
康
寿
命
を
延
ば
す
対
策
を

常
に
頭
に
入
れ
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

（
清
明
会
）

　

阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
の
院
外
再

来
受
付
機
を
撤
去
す
る
理
由
に
つ
い
て
。

　

現
在
、
市
民
病
院
の
予
約
制
は
、
平

均
的
に
30
分
枠
５
人
で
運
用
し
て
お
り
、

予
約
制
の
導
入
割
合
も
上
昇
し
、
待
ち

時
間
も
短
縮
さ
れ
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。
院
外
再
来
受

付
機
の
利
用
状
況
は
、
令
和
４
年
度
の

実
績
か
ら
、
阿
仁
地
区
の
年
間
患
者
数

の
う
ち
31
・
８
％
の
方
々
が
利
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
99
・
６
％
が
予
約

さ
れ
て
い
る
方
々
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
予
約
さ
れ
て
い
る
方
々
が
市
民
病
院

内
の
再
来
受
付
機
を
利
用
い
た
だ
け
れ

ば
予
約
枠
内
の
順
番
で
案
内
で
き
る
こ

と
か
ら
、
院
外
再
来
受
付
機
に
つ
い
て

は
、
外
来
運
用
を
変
更
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
撤
去
す
る
こ
と
と
判
断
し
た
。

　

旧
阿
仁
中
学
校
、
旧
大
阿
仁
小
学
校

旧大阿仁小学校

は
り
き
ゅ
う
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　
　

施
術
費
助
成
を

 
三
浦
　
倫
美
　
議
員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

 

廃
校
の
利
活
用
は

　
　

 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Ａ Ｑ

ＡＱ

ＡＱ

ＱＡ

ＱＡ

苦労を重ねてきた高齢者

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

松
橋
　
久
敏
　
議
員

Ｑ

Ａ
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し
て
は
適
用
に
な
ら
な
い
。
未
婚
の
若

年
層
に
対
す
る
賃
貸
料
金
の
補
助
制
度

は
、
年
齢
、
所
得
制
限
、
補
助
期
間
設

定
な
ど
定
住
に
つ
な
が
る
か
検
討
す
る
。

新
社
会
人
向
け
に
「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ

応
援
金
」
を
交
付
し
、
市
内
事
業
主
に

「
資
格
取
得
支
援
助
成
金
」
を
助
成
し

て
就
労
の
安
定
化
と
定
住
の
促
進
を
図

っ
て
い
る
。

　

若
者
が
生
活
し
や
す
い
環
境
の
整
備

は
。

　

市
外
在
住
者
に
お
け
る
移
住
定
住
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
を
踏

ま
え
、
総
合
戦
略
の
中
で
新
た
な
人
の

流
れ
を
つ
く
る
移
住
定
住
の
促
進
を
掲

げ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
応
援
事
業
や
移
住
体

験
事
業
な
ど
展
開
。
若
い
人
が
地
元
で

生
活
し
た
い
、
就
職
し
た
い
と
思
え
る

施
策
を
検
討
す
る
。

　

た
め
池
は
法
定
外
公
共
物
に
位
置
づ

け
さ
れ
、
除
草
や
清
掃
等
の
維
持
管
理

は
地
域
住
民
の
方
々
や
受
益
者
な
ど
で

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

三
ツ
屋
岱
地
区
（
米
代
川
左
岸
）
の

圃
場
は
基
盤
整
備
完
了
し
た
が
、
築
堤

が
な
い
た
め
、
昨
年
の
８
月
は
３
回
も

冠
水
し
、
63
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃
場
の
収

穫
が
皆
無
の
状
況
で
あ
っ
た
。
早
期
の

堤
防
建
設
を
関
係
機
関
に
要
望
す
べ
き

と
思
う
が
。

　

国
交
省
能
代
河
川
国
道
事
務
所
に
よ

る
と
、
流
域
治
水
の
概
念
を
加
え
た
河

川
整
備
計
画
へ
の
変
更
を
進
め
て
お
り
、

本
年
度
策
定
予
定
で
あ
る
。
計
画
の
治

水
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
十
分
な
説
明

を
求
め
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
関
係

機
関
と
連
携
の
も
と
流
域
治
水
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
る
。

　

築
堤
の
距
離
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

約
２
・
２
キ
ロ
ぐ
ら
い
に
な
る
。

　

空
き
家
活
用
で
地
域
活
性
化
の
考
え

は
。

　

北
秋
田
市
中
心
市
街
地
賑
わ
い
再
生

支
援
事
業
補
助
金
（
空
き
店
舗
を
利
用

し
開
業
・
新
規
出
店
）
を
実
施
し
て
い
る
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
や
民
泊
な
ど
の
施
設
に
活
用
す
る
な

ど
も
よ
い
取
り
組
み
と
考
え
る
。
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
、
農
地
改
正
法
に

伴
う
農
地
取
得
の
下
限
面
積
要
件
撤
廃

に
合
わ
せ
、
農
地
付
き
空
き
家
に
関
す

る
取
り
組
み
を
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
未
婚
、
若
年

層
の
住
宅
、
就
職
支
援
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　

現
在
の
市
営
住
宅
は
公
営
住
宅
法
に

よ
り
規
定
し
て
い
る
。
移
住
、
定
住
者

向
け
と
し
た
助
成
制
度
は
あ
る
が
、
現

在
す
で
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
若
者
に
対

 

空
き
家
活
用
で

　
　
　

地
域
活
性
化
を

Ｑ

６月定例会　一般質問

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

空き家をどう活用するか

Ａ

　

坊
沢
上
野
地
区
の
圃
場
は
、
農
道
が

狭
隘
、
用
水
路
は
土
側
溝
で
あ
る
。
区

画
は
10
ア
ー
ル
以
下
で
、
現
在
の
農
業

経
営
は
困
難
で
、
年
々
耕
作
放
棄
地
が

増
え
て
き
て
い
る
。
早
急
に
圃
場
整
備

を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

　

２
０
１
９
年
に
関
係
機
関
に
よ
る
事

業
説
明
会
を
実
施
し
た
が
具
体
的
計
画

ま
で
至
っ
て
い
な
い
。
市
で
は
引
き
続

き
、
県
、
土
地
改
良
区
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
実
施
に
繋
が

る
よ
う
努
力
す
る
。

　

当
市
の
圃
場
整
備
済
み
面
積
と
整
備

率
は
。

　

３
６
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
66
・
５
％
。

　

圃
場
地
内
に
は
３
か
所
に
た
め
池
が

あ
る
が
、
泥
と
雑
草
が
繁
茂
し
、
用
水

の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
維

持
管
理
を
。

 

圃
場
整
備
と
た
め
池
の

　
　
　
　

管
理
に
つ
い
て

（
清
明
会
）

 

長
崎
　
克
彦
　
議
員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

耕作放棄地と稲作箇所

ＱＡ

Ｑ Ａ

Ｑ

Ａ

ＡＱ

Ｑ

Ａ

ＱＡ

Ｑ
 

永
井
　
昌
孝
　
議
員

（
清
明
会
）

Ａ
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証
と
同
じ
よ
う
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
預

か
る
の
か
、
暗
証
番
号
は
誰
が
暗
記
す

る
の
か
、
②
認
知
症
の
人
は
ど
う
す
る

の
か
、
③
訪
問
診
療
で
は
カ
ー
ド
を
ど

う
や
っ
て
読
み
取
る
の
か
、
④
学
校
に

カ
ー
ド
を
持
参
さ
せ
る
の
か
、
紛
失
時

の
法
的
責
任
は
、
な
ど
に
つ
い
て
決

ま
っ
て
い
る
か
。

　

そ
れ
ら
す
べ
て
国
か
ら
ま
だ
連
絡
が

な
い
。

　

国
と
し
て
準
備
が
で
き
て
い
な
い
し
、

ト
ラ
ブ
ル
も
続
出
し
て
い
る
。
河
野
太

郎
デ
ジ
タ
ル
大
臣
の
地
元
平
塚
市
で
は

運
用
を
一
時
停
止
し
た
。
当
市
で
も
安

全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
停
止
す
べ
き
で

は
。

　

一
時
停
止
す
る
考
え
は
な
い
。
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
民
の
不
安
解
消

に
努
め
る
。

　

労
働
福
祉
会
館
の
ト
イ
レ
に
改
善
要

望
が
相
次
い
で
い
る
。
手
洗
い
が
不
備

で
あ
り
、
故
障
し
た
ま
ま
の
個
室
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
利
用
団
体
か
ら
女
性

会
員
の
活
動
参
加
に
支
障
が
出
て
い
る

と
の
訴
え
も
あ
る
。
耐
用
年
数
を
超
過

し
た
施
設
で
は
あ
る
が
「
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
で
は
「
可
能
な
限
り

の
貸
し
付
け
」
を
目
指
す
と
し
て
お
り
、

こ
れ
程
に
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
実
態

が
あ
る
の
だ
か
ら
、
使
用
に
耐
え
得
る

措
置
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

修
繕
で
改
善
を
図
る
。

　

同
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
、
修
復
を

施
し
、
外
観
を
整
え
て
観
光
資
源
と
し

て
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

現
在
、
利
用
し
て
い
る
団
体
等
と
協

議
し
て
決
め
て
ゆ
く
。

　

市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
コ
ム
コ
ム

６月定例会　一般質問

に
つ
い
て
、
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発
電

は
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
。
コ
ン
セ

ン
ト
の
不
足
が
利
用
者
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の

市
の
方
向
性
に
反
し
な
い
か
。

　

太
陽
光
発
電
は
、
同
施
設
の
電
力
使

用
量
の
４
～
５
％
を
占
め
て
い
る
。
２

０
２
２
年
度
の
電
気
料
金
は
２
０
2
1

年
度
に
対
し
て
1
3
0
％
で
あ
り
、
森

吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
1
2
8

％
、
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
が

1
1
1
％
と
い
う
増
加
率
を
み
る
と
、

一
定
の
効
果
を
挙
げ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
コ
ー
ナ
ー
等
の
活
用
で

対
応
可
能
と
判
断
し
て
い
る
が
、
更
に

不
足
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、
当
面
は
延

長
コ
ー
ド
等
で
対
応
し
、
必
要
に
応
じ

て
追
加
設
置
の
検
討
を
す
る
。

 

板
垣
　
淳
　
議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

　

当
市
は
『
非
核
平
和
宣
言
』
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
を
も
っ
と
強

化
す
べ
き
。

　

核
廃
絶
と
世
界
平
和
を
強
く
願
っ
て

い
る
。
現
在
、
市
役
所
本
庁
舎
と
森
吉

庁
舎
に
設
置
し
て
あ
る
『
非
核
平
和
宣

言
』
の
横
断
幕
を
合
川
・
阿
仁
の
庁
舎

に
も
設
置
す
る
。
平
和
写
真
展
の
開
催

も
検
討
す
る
。

　

秋
田
県
は
２
次
医
療
圏
を
現
在
の
８

か
ら
３
に
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
れ
で
は
医
療
を
受
け
る
環
境
が
悪
化

す
る
。

　

医
師
不
足
な
ど
の
理
由
か
ら
医
療
圏

再
編
・
広
域
化
は
現
実
的
な
判
断
だ
と

考
え
る
。

　

国
は
あ
の
手
こ
の
手
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
①
高
齢
者
施
設
で
は
紙
の
保
険

本庁舎の屋上に掲げてある宣言幕

 

公
共
施
設
の
管
理
は

　
　

利
用
者
目
線
が
大
事

（
無
会
派
）

 
五
代
儀 

義
富
　
議
員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

労働福祉会館

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

ＡＱ

 

非
核
・
平
和
の

　
　
　

取
り
組
み
強
化
を

ＱＡＱ

ＱＡＡ
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市
内
の
経
済
や
国
・
県
な
ど
の
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

　

近
年
多
発
す
る
、
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
に
つ
い
て
。
昨
年
８
月
に
は
当
市

で
も
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
た
。
備
え
を
再
点
検
し
、

早
め
の
非
難
を
心
掛
け
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
高
齢
者
へ
の
対
応
な
ど
、
見
え

て
き
た
課
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
。

　

早
め
の
非
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
呼

び
か
け
る
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。
連

絡
体
制
を
確
立
し
、
訓
練
を
通
し
て
体

制
強
化
に
努
め
る
。

　

コ
ム
コ
ム
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ー
ス
出

店
に
応
募
が
な
い
。
今
後
の
考
え
は
。

　

引
き
続
き
募
集
し
、
１
店
舗
を
販
売

イ
ベ
ン
ト
な
ど
短
期
間
で
の
貸
し
出
し

な
ど
に
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

　

結
果
も
踏
ま
え
て
、
森
吉
山
荘
の
再

開
を
目
指
し
て
無
償
譲
渡
に
係
る
条
件

整
理
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　

問
題
の
森
吉
山
荘
の
お
湯
に
つ
い
て

は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

　

山
荘
の
お
湯
は
民
間
の
源
泉
か
ら
供

給
さ
れ
て
お
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

合
川
地
区
明
田
団
地
・
鳥
屋
岱
団
地

の
集
約
建
替
計
画
に
つ
い
て
、
平
成
19

年
の
豪
雨
災
害
地
で
あ
り
、
家
賃
は
２

倍
超
え
の
大
幅
値
上
げ
。
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の

場
合
、
面
積
が
狭
い
な
ど
問
題
が
多
い
。

説
明
会
を
多
く
望
む
が
、
そ
れ
で
も
入

居
を
拒
否
す
る
場
合
は
ど
う
な
る
か
。

　

防
災
は
今
後
の
実
施
計
画
に
お
い
て

森
吉
山
ダ
ム
の
完
成
や
阿
仁
川
の
築
堤

状
況
を
加
味
し
浸
水
対
策
を
盛
り
込
む
。

今
後
も
説
明
会
や
個
別
相
談
を
随
時
行

い
、
入
居
拒
否
の
方
に
は
既
存
住
宅
へ

の
転
居
も
説
明
し
て
い
く
。

　

６
月
議
会
に
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発

行
や
光
熱
費
補
助
事
業
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
が
、
こ
れ
で
十
分
か
。
今
ま
で
も

応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、

一
世
帯
２
セ
ッ
ト
ま
で
の
理
由
は
何
か
。

購
入
率
は
何
％
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
の
道
筋
が
見

え
始
め
て
お
り
、
今
回
は
購
入
型
の
プ

レ
ミ
ア
ム
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
、
過
去
の
販
売
実
績
を

踏
ま
え
、
世
帯
購
入
率
を
60
％
と
見
込

み
、
関
連
予
算
を
提
案
し
た
。

　

６
月
に
入
り
、
電
気
料
金
や
食
品
の

値
上
げ
が
続
い
て
お
り
、
家
計
へ
の
負

担
が
増
え
て
い
る
。
前
回
の
よ
う
な
市

民
全
員
へ
の
応
援
チ
ケ
ッ
ト
事
業
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

今
回
は
購
入
型
を
実
施
し
、
今
後
も

 

物
価
高
騰
対
策
は

　
　
　

こ
れ
で
十
分
か

6月定例会　一般質問

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

 

久
留
嶋 

範
子　

議
員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　

市
長
は
放
棄
地
同
然
の
「
憩
の
森
」

を
調
査
し
検
討
を
図
る
と
答
弁
さ
れ
た

が
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　

７
月
頃
に
調
査
す
る
予
定
。
ハ
イ
ラ

ン
ド
体
育
館
は
廃
止
に
向
け
て
進
め
る
。

　

な
ぜ
、
こ
れ
ま
で
放
棄
地
に
し
て
調

査
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

　

ど
の
部
署
が
ど
こ
を
所
管
す
る
の
か

確
認
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

環
境
省
の
早
期
調
査
の
た
め
に
は
、

地
元
団
体
か
ら
森
吉
山
単
独
の
国
定
公

園
化
の
実
現
が
早
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
何
か
問
題
点
が
あ
る
の
か
。

　

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
市
と
し
て
い

ま
だ
取
り
ま
と
め
る
段
階
に
な
い
。

　

３
月
議
会
で
市
長
は
「
森
吉
山
荘
の

無
償
譲
渡
に
応
募
者
が
な
か
っ
た
の
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い
る
」
と
答

弁
さ
れ
た
が
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

 

森
吉
山
一
帯
の
早
期

　

国
立
・

国
定
公
園
化
を

（
無
会
派
）

 

福
岡 

由
巳　

議
員

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

Ａ

登山者が多い森吉山山開き

ＱＡ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

ＡＡ

Ｑ Ａ ＱＡ

Ｑ

Ａ

ＡＱ

Ｑ

閉まったままのチャレンジブース

Ｑ

Ａ
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新創会

（４人）

清明会

（７人）

未来きたあきた

（３人）

日本共産党

議員団（３人）
福田牧子 永井昌孝 福岡由巳

政 務 活 動 費

計

調 査 研 究 費

研 修 費

広 報 費

広 聴 費

要 請 ・ 陳 情

会 議 費

資 料 作 成 費

資 料 購 入 費

人 件 費

事 務 所 費

計

計

730,000 

730,000 

443,258 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

443,258 

286,742 

収
入

支

出

残　額

令和４年度　政務活動費の公表令和４年度　政務活動費の公表
　政務活動費は、議員の調査研究活動の充実を図るため、議員活動に掛かる経費の一

部を補助するもので、北秋田市では議員１人あたり月額１万を会派に交付しています。

　また、会派に属していない議員については、月額１万円を議員個人に交付しており、いずれも年度終了

後には、全支出の領収書を添えた収支報告書が作成され、残額については市に全額返還されています。

480,000 

480,000 

75,510 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

75,510 

404,490 

300,000 

300,000 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

300,000 

360,000 

360,000 

61,100 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

18,940 

0 

0 

80,040 

279,960 

120,000 

120,000 

33,002 

82,640 

18,700 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

134,342 

0 

申請なし10,000 

10,000 

0 

0 

0 

0 

0 

20,472 

0 

0 

0 

0 

20,472 

0 

2,020,000 

2,020,000 

612,870 

82,640 

18,700 

0 

0 

40,134 

0 

18,940 

0 

0 

773,284 

1,271,530 

カ
ラ
ー
で
表
紙
を
含
め
て
イ
ラ
ス
ト
を

多
く
活
用
し
て
お
り
、
表
紙
の
テ
ー
マ

は
議
会
広
聴
広
報
委
員
で
話
し
合
い
、

他
の
イ
ラ
ス
ト
も
含
め
て
委
託
業
者
が

作
成
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
委

託
業
者
と
は
５
年
間
の
業
務
委
託
と
し

て
お
り
、
単
純
な
印
刷
業
務
で
は
な
く
、

編
集
発
行
業
務
と
し
て
委
託
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
編
集
に
伴
う
委
員
会
の

開
催
に
は
委
員
や
議
会
事
務
局
職
員
だ

け
で
な
く
委
託
業
者
も
出
席
し
て
い
る

と
の
説
明
で
し
た
。
ま
た
、
視
覚
障
が

い
者
へ
の
配
慮
と
し
て
点
字
版
や
テ
ー

プ
・
デ
イ
ジ
ー
版
を
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
作
成
し
て
い
る
こ
と
や
、

ほ
か
に
も
、
脚
注
、
字
体
、
色
合
い
、

資
料
の
保
管
に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
広
聴
活
動
に
つ

い
て
も
説
明
を
受
け
、
充
実
し
た
視
察

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

（
文
責
者
：
副
委
員
長　

福
岡
由
巳
）

　

広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
５
月
31
日

に
岩
手
県
奥
州
市
で
所
管
事
務
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

視
察
の
目
的
は
、
議
会
の
広
報
活
動

に
つ
い
て
直
接
話
を
聞
く
こ
と
で
し
た

が
、
広
報
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
広
聴

活
動
も
含
め
幅
広
く
説
明
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

奥
州
市
議
会
の
主
な
広
報
事
業
は
5

つ
で
、「
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
」
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
活
用
し
た
議
会
中
継
の
配
信
」
、

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
詳
細
な
議
会
情

報
の
発
信
」
、
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
い
っ

た
S
N
S
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
情
報
発
信
」
、
「
議
員
自
ら
出
演
し

情
報
発
信
す
る
F
M
放
送
」
を
実
施
。

広
報
誌
「
お
う
し
ゅ
う
市
議
会
だ
よ
り
」

の
主
な
概
要
と
し
て
は
、
発
行
回
数
は

定
例
会
ご
と
の
年
4
回
で
ペ
ー
ジ
数
を

16
ペ
ー
ジ
に
固
定
。
こ
れ
は
、
印
刷
業

者
に
と
っ
て
、
８
の
倍
数
の
ペ
ー
ジ
が

製
本
上
１
番
効
率
的
な
た
め
と
の
説
明

で
し
た
。
ま
た
、
色
は
全
ペ
ー
ジ
フ
ル

奥
州
市
を
視
察
研
修

所
管
事
務
調
査
報
告

広
報
特
別
委
員
会

広報活動について
幅広く研修

五代儀義富

20,000 

20,000 

0 

0 

0 

0 

0 

19,662 

0 

0 

0 

0 

19,662 

338 

（単位:円）

※会派の異動等により、会派及び個人の両方に名前がある場合があります。

11 市議会だより ぎかいの杜



北
秋
田
市
議
会
だ
よ
り

令
和
５
年
８
月
1
日

N
O
.79

編
集
　
広
報
特
別
委
員
会

発
行
　
北
秋
田
市
議
会

〒
0
1
8
-
3
3
9
2
 
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
1
9
番
1
号

☎
0
1
8
6
-
6
2
-
6
6
2
4
 
F
A
X
0
1
8
6
-
6
2
-
4
8
4
5

　６月23日に清鷹小学校６年生

児童27人が市役所を訪れ、傍聴

席から本会議の様子を見学した

り、議会事務局職員から説明を

受けるなどし、議会の役割など

について学びました。

　６月14日に東京で開催された第99回全国市議会議長会定期総

会において、堀部壽議長が全国市議会議長会の産業経済副委員

長ならびに評議員を務められた

功績に対し、「会務運営の重責

にあたられ使命達成に尽くされ

た功績は誠に顕著なものがあ

る」として感謝状が授与されま

した。

広報特別委員会広報特別委員会広報特別委員会

五代儀義富

福 岡 由 巳

佐々木正史

久留嶋範子

中 嶋 洋 子

佐 藤 文 信

委 員 長

副 委 員 長

委 員

委 員

委 員

委 員

議 会 の 動 き

＜４月1６日～７月15日＞

19日・議会運営委員会

　　・広報特別委員会

20日・総務文教常任委員会所管

事務調査

26日・第２回臨時会

10日・産業建設常任委員会所管

事務調査

11日・大館能代空港利用促進協

議会監査

14日・北秋田市老人クラブ連合

会総会

16日・令和５年度東北日本海沿

岸市町村議会協議会役員

会・総会（～17日）

18日・市民福祉常任委員会所管

事務調査

19日・米代川治水期成同盟会、

秋田県北部国道７号整備

促進期成同盟会、日本海

沿岸東北自動車道建設促

進秋田県北部期成同盟会

令和５年度合同総会

　　・北秋田市観光物産協会親

睦交流会

23日・大館能代空港利用促進協

議会総会

25日・令和５年度八戸・能代間、

北東北横断道路整備促進

期成同盟会総会

26日・令和５年度地域高規格道

路大曲・鷹巣道路整備促

進期成同盟会通常総会

　　・北秋田市商工会会員親睦

大会

29日・全国自治体病院経営都市議

会協議会第51回定期総会

30日・広報特別委員会所管事務

調査（～31日）

１日・太平湖湖水開き及び安全

祈願祭

２日・令和５年度能代港湾振興

会総会

　　・令和５年度能代港洋上風

力発電拠点化期成同盟会

総会

４日・第39回ふるさと踊りと餅

っこまつり

８日・議会運営委員会

12日・議会運営委員会

　市議会では、皆さんの生活に

直結した重要な問題を審議して

います。開かれた議会を目指し、

どなたでも本会議の傍聴が可能

となっていますので、市議会の

活動状況をぜひご覧くださるよ

うお待ちしています。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

全国市議会議長会表彰全国市議会議長会表彰

６
月
６
月

４
月
４
月

13日・全国市議会議長会第231

回理事会

14日・全国市議会議長会第99回

定期総会

20日・６月定例会（初日）

　　・広報特別委員会

22日・本会議　一般質問①

　　・森吉山ダム整備促進協議

会会計監査

23日・本会議　一般質問②

　　・議会運営委員会

26日・総務文教常任委員会

　　・市民福祉常任委員会

　　・産業建設常任委員会

30日・議会運営委員会

　　・６月定例会（最終日）

13日・全国民間空港所在都市議

会協議会定期総会

　　・北秋田市首都圏企業懇談会

７
月
７
月

６
月
６
月

清鷹小学校清鷹小学校議 会 見 学

５
月
５
月

市議会へのご意見を募集しています市議会へのご意見を募集しています
●対　象　市内在住又は通勤通学をしている方

●方　法　手紙、FAX、メールなど（文字で読める形式のもの）

●公　表　ホームページや広報紙で公表する場合があります。

●あて先　〒０１８-３３９２

北秋田市花園町１９番１号　北秋田市議会事務局

●メール　gikai@city.kitaakita.akita.jp

●ＦＡＸ　（０１８６）６２-４８４５
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